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１ 本県の課題 

２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

３ 本検討会について 

４ 今後のスケジュール 
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年齢区分別割合の推移 
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県全体と中山間地域の人口推移 

１ 本県の課題 （１）人口の推移 
 本県の人口は1998年（平成10年）をピークに全国よりも約10年早く減少傾向に転じ、2025年には100万人を切ると推計されている。 

 また、全国を上回るスピードで高齢化が進行しており、2025年には3人に1人、2045年には高齢者が4割を超える見込みであり、こうし
た傾向は、中山間地域に顕著にみられる。 

 一方、労働力人口は2015年には既に6割を切っているが、減少割合は中山間地域と県全体ではほぼ同じであることから、中山間地
域における若年層の減少が深刻な問題となっていることがうかがえる。 
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【出典】国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（平成30（2018）年推計）」をもとに、2015年農林業センサスの 
農業集落別に年齢別人口を取りまとめたもの 

（千人） 



・第４次産業革命の進展を踏まえた生産性向上
や新たな付加価値の創出、IoTやAIなどの普及
推進 

・起業や新分野進出、海外展開等への支援強化 
・地域産業の振興や企業誘致活動 
・人手不足分野やものづくり企業のニーズに応
じた人材の育成・確保 

・求職者と企業とのマッチングの推進による魅
力ある職場の確保や雇用創出 

１ 本県の課題 （２）県総合計画における分野別の課題 

活力とやま 

産業・雇用 

・農地集積の一層の加速化 
・農業経営体の法人化の促進 
・経営の効率化や担い手の育成・確保 
・優良な農業生産基盤の確保 
・生産性・収益性の向上 
・先端的な生産技術の導入 
・６次産業化など付加価値を高める取組 
・農産物・さかなのブランド力向上、国内外の
市場開拓 

農林水産業 

・北陸新幹線の大阪までの延伸による北陸経由
で首都圏と関西圏を結ぶ「新ゴールデンルー
ト」の形成 

・県内の広域道路ネットワーク整備や高速道路
の利便性向上 

・伏木富山港の集荷力向上や航路の充実、新規
物流ルートの開拓、港湾後背地への物流業務
施設立地促進、クルーズ客船の受入環境整備 

・羽田便の維持安定化と新規路線・ﾁｬｰﾀｰ便開拓 

・観光資源の掘り起こしと戦略的ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 
・周遊・滞在型の魅力ある広域観光ﾙｰﾄの形成 
・産業観光を始めとした多彩なﾂｰﾘｽﾞﾑの展開 
・おもてなし力の向上 
・豊かな食の磨き上げと発信 
・県産品のブランド力の強化と富山のｲﾒｰｼﾞ向上 
・外国人個人旅行者の受け入れ環境の整備 
・立山黒部の世界ブランド化に向けた取組 
・中心商店街の活性化 
・まちなかで快適に暮らせるまちづくりの推進 
・歴史・文化などの地域資源を活かした個性的
で魅力的なまちづくり 

観光・まちづくり 

交通・物流基盤 



・子どもの健やかな成長を見守るとともに子育
て世代の親を孤立させないよう温かく見守り
支える地域づくり 

・多様なニーズに応じた保育サービスの拡充 
・出会いから結婚、妊娠、出産までの切れ目の
ない支援 

・仕事と子育てを両立できる職場環境の整備 
・子育て家庭の経済的負担の軽減 
・児童虐待の防止 

１ 本県の課題 （２）県総合計画における分野別の課題 

未来とやま 

結婚・出産・子育て 

・探究力や自ら課題を解決できる能力、コミュ 
ニケーション能力、論理的思考力を育む教
育、能動的な学習の推進 

・個別の教育的ニーズに応じた適切な指導・支
援を提供できる、多様で柔軟な仕組みの整備 

・県内高等教育機関における地域の課題や社会
の要請に応える研究の推進とその成果の地域
社会への還元 

・県内産業への人材供給や若者の県内定着への
貢献 

教育 

・子どもが文化に親しむ機会や県民が文化を鑑
賞する機会の一層の拡充 

・県民が芸術文化活動の創造に参加し、交流す
る機会の充実 

・芸術文化人が集う芸術文化の拠点形成 
・生涯にわたり気軽にスポーツに親しむことが
できる環境づくり 

・世界や全国の檜舞台で活躍できるアスリート
の育成・強化 

・NPO団体と行政・県民・企業との連携 
・男女共同参画や多文化共生に向けた取組 

・都市部を中心に移住先としての富山県の魅力
の発信 

・県民が主体となった地域の魅力の発掘・再発
見 

・中山間地域における総合的な地域活性化の取
組 

・多様な活動主体の支援・連携による総合的な
地域活性化 

・県民全体で支える森づくりの推進 

魅力ある地域づくり 

文化・スポーツ・県民活動 



・健康寿命を延伸し、県民一人ひとりが心身と
もに健康な生活を送ることができる環境づく
り 

・地域における医療と介護のスムーズな連携に
向けた体制の充実 

・身近な地域で質の高い医療提供を担う人材の
育成・確保 

１ 本県の課題 （２）県総合計画における分野別の課題 

安心とやま 

医療・健康 

・医療、介護、福祉、介護予防、住まい、生活
支援サービスが包括的に確保される「地域包
括ケアシステム」の構築 

・医療・介護・福祉・就労などに関する相談体
制の充実 

・障がい者の方が地域で安心して暮らすための
必要なサービスや就労に向けた支援 

・身近な地域で質の高い介護・福祉サービスを
担う人材の育成・確保、職場への定着 

地域福祉 

・県民総ぐるみでの３Ｒ、節電・省エネル
ギー、環境教育への取組み 

・環日本海地域における国際環境協力の推進 
・自然環境の保全に配慮した適正利用のための
取組み 

・本県の地域特性を踏まえた再生可能エネル
ギーの導入と新エネルギー（水素など）の利
活用推進 

・様々な危機事案に対して迅速かつ適切に対応
できる防災・危機管理体制の整備 

・県民の防災意識高揚と災害に強い県土づくり 
・地域の防犯活動の一層の充実と新たな犯罪か
ら県民を守るための取組み 

・高齢者の交通事故防止対策 
・自動車を運転できない方の日常生活を支える
地域公共交通サービスの確保、充実 

・消費者トラブルを未然防止するための消費者
教育 

安全・安心な暮らし 

環境・エネルギー 



・想定外の事象に果敢に立ち向かう能力を育成
するための、体験的・能動的な学習の推進 

・知識重視に偏重しないバランスのとれた学
力、探究力や課題解決能力、科学的・論理的
思考力の育成 

・社会人としての職業観や勤労観等を備えた人
材育成 

・ふるさとに誇りと愛着を持ち、家族や地域の
絆を大切にして社会に貢献できる人材の育成 

１ 本県の課題 （２）県総合計画における分野別の課題 

人づくり 

子どもの健全育成 

・若者の円滑な就職支援 
・体系的なキャリア教育やグローバル教育 
・フリーターやニート等の若者の自立に向けた
総合的な支援 

・若者労働者の職業意識醸成と職業能力向上 
・若者による地域の防災・防犯活動、地域づく
りやボランティア活動での活躍 

・生命の尊さや結婚・家庭の持つ意義について
の理解を深めるとともに、出会いの場の提供
などの支援 

若者の成長と自立、社会参加 

・男性中心の働き方を前提とする長時間労働の
是正や柔軟で多様な働き方などの推進 

・女性が安心して働き続けられる環境づくり、
再就職支援 

・女性のキャリアアップや管理職への積極的な
登用、次代を担う女性研究者等の育成 

・労働者のスキルアップ、キャリアアップがで
きる仕組みづくりと労働生産性の向上に向け
た取組 

・個性や能力に応じた多様な働き方ができるよ
うな働き方改革の推進 

・地域活性化を担う人材が育つ環境づくり 
・「貧困の連鎖」の防止 

働き盛りの能力発揮 

女性の活躍 

・エイジレス（生涯現役）社会の実現 
・高齢者の就労支援と働きやすい環境整備 
・高齢者が生きがいを持って生涯学習・スポー
ツ・地域活動に取り組む環境づくり 

・後継者の確保・育成と高齢者が長年培ってき
た知識や経験・技能の次世代への継承 

高齢者の生きがいと社会貢献 



2 2 1 3

1 1 4

4 4 3 2

5 3 2

1

3

3 5

4

山間地 中間地 平地 中心集落

１ 本県の課題 （３）中山間地域における課題 

暮らしにおいて困難が生じていること 

（「富山県の中山間地域における集落の生活状況等に関する実態調査」（平成３０年６～８月調査）より） 

地域によって差はあるもの
の、いずれの地域でも上
位 

中山間地での状況は深刻 

地域によって差はあるもの
の、いずれの地域でも上位 

中心地での状況は深刻 
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後継者の育成確保 

獣害・病虫害の発生 

除雪活動の負担の増加 

公共交通の利便性の低下 

空き家の増加 

耕作放棄地の増大 

森林の荒廃 

住宅の荒廃（老朽家屋の
増加） 

集落としての一体感や連
携意識の低下 

伝統的催事の衰退 

地域別順位 

【（参考）地域区分】 

■山間地：林野率が80％以上、
耕地率が10％未満の地域 

■中間地：平地と山間地との中
間的な地域であり、林野率は
主に50％～80％で、耕地は傾
斜地が多い地域 

■平地：耕地率20％以上、林野
率が50％未満、または50％以
上であるが平坦な耕地が中心
の地域 

■中心集落：人口密度が500人/
㎢以上、DID(人口集中地区）
面積が、可住地５％以上を占
める等、都市的な集積が進ん
でいる地域（農業地域類型の
「都市的地域」のこと） 



１ 本県の課題 （４）ICTインフラの整備・利活用による課題解決 

分野 課題 課題解決に向けたICT利活用策（例） 

ものづくり
産業 

本県企業が有する高い技術力のも
と、第４次産業革命の技術革新を
活用した生産性の向上や新たな付
加価値の創出 

・ＩｏＴ・ＡＩの導入促進による生産性の向上 
 
 
 
 
 
 
 

農業 農業従事者の高齢化や人手不足 ・農業機械の遠隔操作、水管理の自動化、ハウス内の温度・湿度管
理の自動化 
 
 
 
 
 
 
 

野生鳥獣による農作物被害の防
止に向けた総合的な対策の推進 

・獣検知・罠捕獲センサーを活用した有害鳥獣情報の把握による効
率的・効果的な鳥獣被害対策 

観光 富山らしい魅力ある観光資源の戦
略的なプロモーションの推進 

・臨場感のあるコンテンツ（ＶＲ/ＡＲ、高精細映像など）による誘客 

医療 地域間での医師の偏在、特定の診
療科（小児科、産科等）における医
師の不足 

・総合病院と地域の病院・診療所を接続した遠隔診療 

 【県内での取組事例】 

 ・「富山県ＩｏＴ推進コンソーシアム」の設置（平成29年9月） 

  【県IoT導入モデル事業費補助金を活用した取組事例】 
 

ドローンによる
農薬散布 

（上市町をはじ
め県内各地に
おいて導入） 

ＩＣＴ活用による環境制御型園芸ハウス
（県立中央農業高校敷地内） 

顧客の店内動線や滞在時間を 
分析し、最適な商品配置を実現 

作業時間の見える化による 
人員配置最適化 

顧客行動を分析し
色分けして表示 

自動給水栓 

（富山市八尾
町、射水市をは
じめ県内各地
において導入
（今年度設置予
定を含む）） 

のせる 

ICカード 

ICカード
リーダー ミシン 

定点カメラ 

ICカードにより作業
員ごとの作業時間
を把握し、能力や
習熟度をデータ化。 
データを分析し、作
業工程の配置換え
や作業員の訓練・
教育を実施。 



１ 本県の課題 （４）ICTインフラの整備・利活用による課題解決 

分野 課題 課題解決に向けたICT利活用策（例） 

防災・減
災 

危機事案に対して迅速かつ適切に
対応できる体制の整備 

・ドローン等の現場映像をリアルタイムに伝送 
・災害現場における人型ロボットの遠隔操作 
 
 
 
 
 
 

地域公共
交通 

高齢者など自動車を運転できない
方々の日常生活（買い物、通院
等）を支える地域公共交通サービ
スの確保・充実 

・自動運転技術を活用した地域公共交通サービスの導入 
 
 
 
 
 
 

人材確保、 

働き方改
革 

若者の県内定着につながる魅力
ある職場の確保、就業継続しやす
い職場環境の整備 

・テレワークの活用 
・サテライトオフィスの整備 

建設業従事者の減少・高齢化を踏
まえた働き方改革 

・ドローンによる３次元測量 
・建設機械の遠隔操縦 

これまでもICTの利活用によって一定程度、課題解決が行われてきているが、2020年に 
実用化される５Ｇや光ファイバなどのICTインフラを活用することにより、県内産業の振興
や地域の活性化、県民生活の質のさらなる向上が期待される。 

 【県内での取組事例】 

 【県内での取組事例】 

道の駅「たいら」
（南砺市）における 

自動運転サービス
実証実験 
（H29（2017）.11） 

県原子力防災訓練
におけるドローンに
よる被災状況調査
訓練（氷見市） 
（H30（2018）.11） 



２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

1990年代 2000年代 2010年代 2020年代～ 

インターネット
の普及 

通信回線の 
高速化 

携帯電話の普及 

インターネットの爆発的な普及 
利用率 2001年 46.3%⇒2017年 80.9% 
10代～50代の9割が利用 

ISDN 64kbps～128Kbps 

ADSL 下り：数Mbps～数十Mbps、 
         上り；数百kbps～数Mbps 

CATV(同軸）下り：数Mbps～数Gbps、 
                             上り；数百kbps～数百Mbps 

FTTH(光ケーブル） 数百kbps～数十Gbps 

第2世代（２G） 

28.8Kbps 
第3世代（3G）→第3.9世代 

384kbps → 100Mbps 
第４世代（4G） 

1Gbps 

第５世代（5G） 
数Gbps～20Gbps 

メール 写真 動画 ４Ｋ／８Ｋ 

IoTの普及 

携帯電話の普及 ケータイからスマホ（タブレット端末）へ 

Wi-Fiの整備推進 



２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

【出典】総務省中国総合通信局開催 
「５Ｇ利活用セミナー」（H30.12.18）資料 



２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

【出典】総務省中国総合通信局開催 
「５Ｇ利活用セミナー」（H30.12.18）資料 



２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

ＩＣＴインフラの整備においては、費用対効果を踏まえたうえで、用途に合ったものを選択することが重要。 
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従来よりも電力消費量が低く、一つの基地局で
比較的広い範囲（数キロメートル程度）での利用
が可能な無線通信技術の総称。 
 
電池１つで１年以上の通信が可能であるが、 
通信速度は100bps～数十kbps程度であり、3G
（下り最大14.4Mbps／上り最大5.76Mbps）／LTE
（下り最大150Mbps／上り最大50Mbps）と比較す
ると桁違いに遅い。 
 

用途を絞り込めば、圧倒的な低消費電力かつ安
価な機器で広域での通信が可能であることから
注目されている。 



２ ５Ｇと本県のICTインフラ整備状況 

本県の光回線 
整備状況 

（世帯カバー率） 
【H30.3月末現在】 

 

９５．４％ 
 

全国 ９８．３％ 
 

（総務省調査結果） 

５Gを利用するためには光回線（光ファイバ）が必須。光回線の整備については、民間事業者が商業ベースで市街地を
中心に進めており、農山村地域等不採算エリアでは目途が立たない地域がまだ数多く存在する。 

【出典】「第５世代移動通信システム導入のための特定基地局の開設に
関する指針について」（H30.12 総務省総合通信基盤局資料）より抜粋 



３ 本検討会について （１）国における５Ｇをめぐる状況 

 ○総務大臣メール「Society5.0時代の地方」 



 

３ 本検討会について （１）国における５Ｇをめぐる状況 



３ 本検討会について （２）本県における５Ｇをめぐる状況 

◎自由民主党富山県議会議員会 中山間地域振興対策推進本部提言 
（平成30年11月19日） 

 「中山間地域の新たな対策 －人口減少下における持続可能な 
  社会の形成に向けて－」（抜粋） 

 第２ 中山間地域対策推進の新たな枠組み 

 Ⅱ 推進体制の強化と支援の充実等 

 ８．イノベーションによる課題解決 

○ＩｏＴ、ＡＩ、ロボット等の技術を大胆に取り入れるなど、革新的
な技術やビジネスモデルの活用による地域課題の解決を模索するこ
と。 

○第４次産業革命を導入・試行するためのフィールドとして、中山間
地域を積極的に活用することで、住民や地域が本来持っている能力
を最大限に引き出し、多彩な暮らしを実現すること。 

○第５世代移動通信システム（５Ｇ）は、高齢者のモビリティ確保、
人手不足の緩和、防災など様々な地域課題の解決に不可欠な基盤と
して期待されており、５Ｇの中山間地域への速やかな普及展開を推
進すること。 



３ 本検討会について （２）本県における５Ｇをめぐる状況 

◎平成31年２月議会定例会 ３月７日 予算特別委員会 

 【自民党 宮本光明委員】 
 ５Ｇの基地局整備については、民間主導で行うと都市部が優先され、地方は後回しとされるこ
とが懸念されるため、全国知事会とも連携し、国や通信事業者に対し、地域間の偏在性の小さい
基地局整備や利活用に対する財政支援の創設等を働きかけるべきと考えるが、所見を伺う。 
 国でも都市部を中心とした円形ではなく、都市部から中山間地域に至る楕円状のエリアで整備
を進めないと都市と地方の格差は拡大する。都市と地方の格差是正に実績のある知事に５Ｇにつ
いても全国知事会での議論をリードすることを期待する。 

 【知事】 
 ５Ｇの利活用は、人口減少・人手不足への対応を急ぐ必要がある地方においてですね、中山間
地域を含めてこれは大きな可能性を秘めていると思います。従いまして、県としましては、地方
創生・中山間振興の更なる飛躍に向けて５Ｇ・ＩＣＴの利活用は重要なテーマの一つと捉えて、
鋭意検討を進める方針でございますけれども、（略）５Ｇの利活用の前提となる地域間の偏りの
ない５Ｇの基地局とその間を結ぶ光ファイバー網の早期の整備、また、国や通信事業者による財
政支援等の課題については、本県のみでなく全国共通の課題でもございますから、全国知事会に
おいても議論して、政府・与党に提言していくことが重要ではないかと思います。 

 （略）都市と地方が支え合う社会の構築に向けた方策の有力な手段でないかということで、
（略）、全国知事会に「５Ｇ利活用に関するＰＴ」を新たに設置するなどいたしまして、ちょう
ど今年７月に本県で全国知事会議が開かれますから、そこでなんとか提言をまとめて政府・与党
や通信事業者等に要請してはどうかということを、会長は今埼玉県の上田知事でありますから、
そういった皆様ともいま協議・調整を始めております。 

 （略）「５Ｇの利活用」ということを重要テーマとして、できれば、富山から全国に発信する
という方向で進めて行きたい。（略） 



３ 本検討会について （３）検討会の検討課題 

 

１）地域課題解決のための５Ｇや光ファイバ等ＩＣＴインフラ 

   の利活用アイディア 

 

２）地域課題解決のためのＩＣＴインフラ利活用の方向性 

 

３）ＩＣＴインフラを活用した地域課題を解決するための 

   新たな戦略 

※５G基地局や光ファイバ等ICTインフラ整備に向けた検討事項 
⇒全国知事会で検討、政府・与党・民間通信事業者へ提言 

 
① 地域間の偏在性の小さい５G基地局、光ファイバ網の整備 
② ５G・ICTインフラの地域展開に対する国の財政支援 
③ ５G・ICTインフラの地域展開に対する技術支援 



４ 今後のスケジュール 

  ５月 第１回検討会（事例紹介、意見交換） 

  
  ７月 視察 

 
 １０月 第２回検討会 

  
来年３月 第３回検討会 
 
 

 ※次年度以降は年２回程度開催 


